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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズ
ル部から噴出する空気を送出するファンモータとを備えた手乾燥装置であって、前記ファ
ンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下
方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の下方に形成され、前記開口部より上方に
、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前記ノズル部を形成する板状のノズルカバ
ーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、前記第１の
ノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配置し、前記第２のノズル部を構成する長
孔を、手を前記乾燥室の前面側から背面側に差し出す手挿入方向に対して平行な方向に形
成したことを特徴とする手乾燥装置。
【請求項２】
　凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズ
ル部から噴出する空気を送出するファンモータとを備えた手乾燥装置であって、前記ファ
ンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下
方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の下方に形成され、前記開口部より上方に
、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前記ノズル部を形成する板状のノズルカバ
ーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、前記第１の
ノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配置し、前記第２のノズル部を構成する長
孔を、当該長孔の前面側端部よりも当該長孔の後方側端部を前記ノズルカバーの中心側に
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配置して形成したことを特徴とする手乾燥装置。
【請求項３】
　凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズ
ル部から噴出する空気を送出するファンモータとを備えた手乾燥装置であって、前記ファ
ンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下
方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の下方に形成され、前記開口部より上方に
、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前記ノズル部を形成する板状のノズルカバ
ーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、前記第１の
ノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配置し、前記第２のノズル部の突出長さを
、前記第１のノズル部の突出長さよりも大きくしたことを特徴とする手乾燥装置。
【請求項４】
　前記第２ノズル部の奥側に、第３のノズル部を設けたことを特徴とする請求項１から請
求項３のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項５】
　板状の前記ノズルカバーの上面を平坦面としたことを特徴とする請求項１から請求項４
のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項６】
　凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズ
ル部から噴出する空気を送出するファンモータとを備えた手乾燥装置であって、前記ファ
ンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下
方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の下方に形成され、前記開口部より上方に
、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前記ノズル部を形成する板状のノズルカバ
ーを設け、前記ノズルカバーの下面に突出面を形成し、前記突出面を前記ノズルカバー外
周よりも内方に形成したことを特徴とする手乾燥装置。
【請求項７】
　前記突出面と前記ノズルカバー外周との間に傾斜面を形成したことを特徴とする請求項
６に記載の手乾燥装置。
【請求項８】
　板状の前記ノズルカバーの上面の前面側位置にインジケータを設けたことを特徴とする
請求項１から請求項７のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項９】
　板状の前記ノズルカバー内の前端部にＬＥＤ基盤を設け、光軸を前記ノズルカバーの後
方側に向けたＬＥＤを前記ＬＥＤ基盤に設け、前記ＬＥＤに対向してプリズムを設け、前
記インジケータを前記プリズムの上部に配置したことを特徴とする請求項８に記載の手乾
燥装置。
【請求項１０】
　前記ファンモータを背面側本体ケースに設け、前記ファンモータの前面側を前面側本体
ケースで覆い、前記ファンモータの上方であって、前記背面側本体ケースと前記前面側本
体ケースとによって形成される上部開口を前記乾燥室にて覆い、前記乾燥室を一体成形に
よって構成したことを特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項１１】
　前記乾燥室の下面を、前方側を後方側よりも低くなるように形成し、水抜き孔を前記乾
燥室下面の前方側に設けたことを特徴とする請求項１０に記載の手乾燥装置。
【請求項１２】
　前記ファンモータを有するファンモータユニットと、前記ファンモータユニットの上流
側に配置されるフィルターユニットと、前記ファンモータユニット及び前記フィルターユ
ニットを内部に備える本体ケースとを備え、前記本体ケースには本体ケース吸込口を、前
記フィルターユニットにはフィルターユニット吸込口をそれぞれ有し、前記本体ケース吸
込口の吸込方向と、前記フィルターユニット吸込口の吸込方向とを異ならせたことを特徴
とする請求項１から請求項１１のいずれかに記載の手乾燥装置。
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【請求項１３】
　前記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記フィルターユニット吸込口の吸込方向とを対
向する方向としたことを特徴とする請求項１２に記載の手乾燥装置。
【請求項１４】
　前記ファンモータを有するファンモータユニットと、前記ファンモータユニットの上流
側に配置されるフィルターユニットと、前記ファンモータユニット及び前記フィルターユ
ニットを内部に備える本体ケースとを備え、前記本体ケースには本体ケース吸込口を、前
記ファンモータユニットにはファンモータユニット吸込口をそれぞれ有し、前記本体ケー
ス吸込口の吸込方向と、前記ファンモータユニット吸込口の吸込方向とを異ならせたこと
を特徴とする請求項１から請求項１３のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項１５】
　前記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記ファンモータユニット吸込口の吸込方向とを
対向する方向としたことを特徴とする請求項１４に記載の手乾燥装置。
【請求項１６】
　凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズ
ル部から噴出する空気を送出するファンモータとを備えた手乾燥装置であって、前記ファ
ンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下
方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の下方に形成され、前記開口部より上方に
、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前記ノズル部を形成する板状のノズルカバ
ーを設け、前記ファンモータを有するファンモータユニットにはファンモータユニット吸
込口を、前記ファンモータユニットを内部に備える本体ケースには本体ケース吸込口をそ
れぞれ備え、前記本体ケース吸込口から前記ファンモータユニット吸込口までの通風路を
、少なくともそれぞれの方向が異なる３つの通風路によって構成したことを特徴とする手
乾燥装置。
【請求項１７】
　それぞれの方向が異なる３つの前記通風路が、互いに直交するＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向の
通風路であることを特徴とする請求項１６に記載の手乾燥装置。
【請求項１８】
１つの前記通風路が、２つの他の前記通風路によって形成される平面上にないことを特徴
とする請求項１６に記載の手乾燥装置。
【請求項１９】
　それぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの前記通風路が、９０度以下
の角度で連接されていることを特徴とする請求項１６に記載の手乾燥装置。
【請求項２０】
　それぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの前記通風路において、上流
側の前記通風路から流入する空気が下流側の前記通風路に衝突する位置の内壁面に、緩衝
材を設けたことを特徴とする請求項１６に記載の手乾燥装置。
【請求項２１】
　前記ノズルカバーを前記開口部より小さく形成し、鉛直方向から見たときに前記開口部
の全面が前記ノズルカバーによって覆われないことを特徴とする請求項１から請求項２０
のいずれかに記載の手乾燥装置。
【請求項２２】
　前記ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、前記第１のノズル部
を前記第２のノズル部よりも前面側に配置し、前記第１のノズル部を構成する長孔を、手
を前記乾燥室の前面側から背面側に差し出す手挿入方向に対して垂直な方向に形成したこ
とを特徴とする請求項１から請求項２１のいずれかに記載の手乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面所やトイレ等で手を洗った場合、濡れた手を乾燥させる手乾燥装置に関
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する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の手乾燥装置としては、両面から空気を吹き出す空間に手を挿入して乾燥
を行う手乾燥装置が知られている（例えば特許文献１参照）。
　また、乾燥空間の上部にファンモータを備え、乾燥空間の上方から空気を吹き出す手乾
燥装置が知られている（例えば特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平０５－２９３０５５号公報
【特許文献２】特開平１０－９９２３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１に示される手乾燥装置にあっては、狭い空間に手を挿入しなければ
ならないため、使用時に手が装置本体に触れてしまうという不快感を生じていた。更にこ
のタイプの手乾燥装置では、手を挿入するための十分な奥行きを確保する必要があり、狭
い空間で深い奥行きのために、不清潔感を生じてしまい、また清掃も行いにくいという問
題を有していた。
　一方、特許文献２に示される手乾燥装置にあっては、乾燥空間が広く、清掃も行いやす
いため、清潔感は確保されていたが、ファンモータなどが乾燥空間より高い位置に配置さ
れるため、使用者に圧迫感を与え、室内空間を狭く感じさせてしまうという問題を有して
いた。
【０００４】
　そこで本発明は、使用時に装置本体に手が触れる不快感を無くすとともに、使用者に圧
迫感を与えることのない手乾燥装置を提供することを目的とする。
　また本発明は、乾燥感が高く、乾燥時間の短い手乾燥装置を提供することを目的とする
。
　また本発明は、ファンモータで発生する騒音が本体ケースから外部に伝搬することを少
なくすることができる手乾燥装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の本発明の手乾燥装置は、凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向け
て温風を噴出するノズル部と、前記ノズル部から噴出する空気を送出するファンモータと
を備えた手乾燥装置であって、前記ファンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室
は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の
下方に形成され、前記開口部より上方に、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前
記ノズル部を形成する板状のノズルカバーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２
のノズル部によって構成し、前記第１のノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配
置し、前記第２のノズル部を構成する長孔を、手を前記乾燥室の前面側から背面側に差し
出す手挿入方向に対して平行な方向に形成したことを特徴とする。
　請求項２記載の本発明の手乾燥装置は、凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向け
て温風を噴出するノズル部と、前記ノズル部から噴出する空気を送出するファンモータと
を備えた手乾燥装置であって、前記ファンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室
は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の
下方に形成され、前記開口部より上方に、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前
記ノズル部を形成する板状のノズルカバーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２
のノズル部によって構成し、前記第１のノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配
置し、前記第２のノズル部を構成する長孔を、当該長孔の前面側端部よりも当該長孔の後
方側端部を前記ノズルカバーの中心側に配置して形成したことを特徴とする。
　請求項３記載の本発明の手乾燥装置は、凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向け
て温風を噴出するノズル部と、前記ノズル部から噴出する空気を送出するファンモータと
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を備えた手乾燥装置であって、前記ファンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室
は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の
下方に形成され、前記開口部より上方に、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前
記ノズル部を形成する板状のノズルカバーを設け、前記ノズル部を第１のノズル部と第２
のノズル部によって構成し、前記第１のノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配
置し、前記第２のノズル部の突出長さを、前記第１のノズル部の突出長さよりも大きくし
たことを特徴とする。
　請求項４記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項３のいずれかに記載の手乾
燥装置において、前記第２ノズル部の奥側に、第３のノズル部を設けたことを特徴とする
。
　請求項５記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項４のいずれかに記載の手乾
燥装置において、板状の前記ノズルカバーの上面を平坦面としたことを特徴とする。
　請求項６記載の本発明の手乾燥装置は、凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向け
て温風を噴出するノズル部と、前記ノズル部から噴出する空気を送出するファンモータと
を備えた手乾燥装置であって、前記ファンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥室
は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開口部の
下方に形成され、前記開口部より上方に、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて前
記ノズル部を形成する板状のノズルカバーを設け、前記ノズルカバーの下面に突出面を形
成し、前記突出面を前記ノズルカバー外周よりも内方に形成したことを特徴とする。
　請求項７記載の本発明の手乾燥装置は、請求項６に記載の手乾燥装置において、前記突
出面と前記ノズルカバー外周との間に傾斜面を形成したことを特徴とする。
　請求項８記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項７のいずれかに記載の手乾
燥装置において、板状の前記ノズルカバーの上面の前面側位置にインジケータを設けたこ
とを特徴とする。
　請求項９記載の本発明の手乾燥装置は、請求項８に記載の手乾燥装置において、板状の
前記ノズルカバー内の前端部にＬＥＤ基盤を設け、光軸を前記ノズルカバーの後方側に向
けたＬＥＤを前記ＬＥＤ基盤に設け、前記ＬＥＤに対向してプリズムを設け、前記インジ
ケータを前記プリズムの上部に配置したことを特徴とする。
　請求項１０記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項９のいずれかに記載の手
乾燥装置において、前記ファンモータを背面側本体ケースに設け、前記ファンモータの前
面側を前面側本体ケースで覆い、前記ファンモータの上方であって、前記背面側本体ケー
スと前記前面側本体ケースとによって形成される上部開口を前記乾燥室にて覆い、前記乾
燥室を一体成形によって構成したことを特徴とする。
　請求項１１記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１０に記載の手乾燥装置において、前
記乾燥室の下面を、前方側を後方側よりも低くなるように形成し、水抜き孔を前記乾燥室
下面の前方側に設けたことを特徴とする。
　請求項１２記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項１１のいずれかに記載の
手乾燥装置において、前記ファンモータを有するファンモータユニットと、前記ファンモ
ータユニットの上流側に配置されるフィルターユニットと、前記ファンモータユニット及
び前記フィルターユニットを内部に備える本体ケースとを備え、前記本体ケースには本体
ケース吸込口を、前記フィルターユニットにはフィルターユニット吸込口をそれぞれ有し
、前記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記フィルターユニット吸込口の吸込方向とを異
ならせたことを特徴とする。
　請求項１３記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１２に記載の手乾燥装置において、前
記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記フィルターユニット吸込口の吸込方向とを対向す
る方向としたことを特徴とする。
　請求項１４記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項１３のいずれかに記載の
手乾燥装置において、前記ファンモータを有するファンモータユニットと、前記ファンモ
ータユニットの上流側に配置されるフィルターユニットと、前記ファンモータユニット及
び前記フィルターユニットを内部に備える本体ケースとを備え、前記本体ケースには本体
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ケース吸込口を、前記ファンモータユニットにはファンモータユニット吸込口をそれぞれ
有し、前記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記ファンモータユニット吸込口の吸込方向
とを異ならせたことを特徴とする。
　請求項１５記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１４に記載の手乾燥装置において、前
記本体ケース吸込口の吸込方向と、前記ファンモータユニット吸込口の吸込方向とを対向
する方向としたことを特徴とする。
　請求項１６記載の本発明の手乾燥装置は、凹状に形成された乾燥室と、前記乾燥室に向
けて温風を噴出するノズル部と、前記ノズル部から噴出する空気を送出するファンモータ
とを備えた手乾燥装置であって、前記ファンモータを前記乾燥室の下方に設け、前記乾燥
室は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開口部
の下方に形成され、前記開口部より上方に、前記乾燥室の背面側から前面側に延出させて
前記ノズル部を形成する板状のノズルカバーを設け、前記ファンモータを有するファンモ
ータユニットにはファンモータユニット吸込口を、前記ファンモータユニットを内部に備
える本体ケースには本体ケース吸込口をそれぞれ備え、前記本体ケース吸込口から前記フ
ァンモータユニット吸込口までの通風路を、少なくともそれぞれの方向が異なる３つの通
風路によって構成したことを特徴とする。
　請求項１７記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１６に記載の手乾燥装置において、そ
れぞれの方向が異なる３つの前記通風路が、互いに直交するＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向の通風
路であることを特徴とする。
　請求項１８記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１６に記載の手乾燥装置において、１
つの前記通風路が、２つの他の前記通風路によって形成される平面上にないことを特徴と
する。
　請求項１９記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１６に記載の手乾燥装置において、そ
れぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの前記通風路が、９０度以下の角
度で連接されていることを特徴とする。
　請求項２０記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１６に記載の手乾燥装置において、そ
れぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの前記通風路において、上流側の
前記通風路から流入する空気が下流側の前記通風路に衝突する位置の内壁面に、緩衝材を
設けたことを特徴とする。
　請求項２１記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項２０のいずれかに記載の
手乾燥装置において、前記ノズルカバーを前記開口部より小さく形成し、鉛直方向から見
たときに前記開口部の全面が前記ノズルカバーによって覆われないことを特徴とする。
　請求項２２記載の本発明の手乾燥装置は、請求項１から請求項２１のいずれかに記載の
手乾燥装置において、前記ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、
前記第１のノズル部を前記第２のノズル部よりも前面側に配置し、前記第１のノズル部を
構成する長孔を、手を前記乾燥室の前面側から背面側に差し出す手挿入方向に対して垂直
な方向に形成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、圧迫感を受けることなく使用することができ、開口部の下方に凹状の
乾燥室を形成するとともに、乾燥室とノズルカバーとの間にも乾燥空間を形成し、特に乾
燥空間は前面だけでなく側面も開放されているので、手の挿入空間が広く、使用時に装置
本体に手が触れる不快感を無くすことができる。
　また本発明によれば、手の平又は手の甲に風圧を受けやすく、乾燥感を高めることがで
き、手の挿入動作に伴う水切り効果や指の間の乾燥効果を高めることができ、乾燥時間を
短縮することができる。
　また本発明によれば、ファンモータで発生する騒音が本体ケースから外部に伝搬するこ
とを少なくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
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　本発明の第１の実施の形態による手乾燥装置は、ファンモータを乾燥室の下方に設け、
乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開
口部の下方に形成され、開口部より上方に、乾燥室の背面側から前面側に延出させてノズ
ル部を形成する板状のノズルカバーを設け、ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部
によって構成し、第１のノズル部を第２のノズル部よりも前面側に配置し、第２のノズル
部を構成する長孔を、手を乾燥室の前面側から背面側に差し出す手挿入方向に対して平行
な方向に形成したものである。本実施の形態によれば、指の間の乾燥効果を高めることが
でき、乾燥時間を短縮することができる。
　本発明の第２の実施の形態による手乾燥装置は、ファンモータを乾燥室の下方に設け、
乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開
口部の下方に形成され、開口部より上方に、乾燥室の背面側から前面側に延出させてノズ
ル部を形成する板状のノズルカバーを設け、ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部
によって構成し、第１のノズル部を第２のノズル部よりも前面側に配置し、第２のノズル
部を構成する長孔を、当該長孔の前面側端部よりも当該長孔の後方側端部をノズルカバー
の中心側に配置して形成したものである。本実施の形態によれば、後方側ではノズルカバ
ーの中心よりで吹き出し風量が多くなるため、手挿入後に手揉みによる乾燥効果を高める
ことができる。特に乾燥室が大きな凹状に形成されている場合には手揉み効果を高めるこ
とができる。
　本発明の第３の実施の形態による手乾燥装置は、ファンモータを乾燥室の下方に設け、
乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開
口部の下方に形成され、開口部より上方に、乾燥室の背面側から前面側に延出させてノズ
ル部を形成する板状のノズルカバーを設け、ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部
によって構成し、第１のノズル部を第２のノズル部よりも前面側に配置し、第２のノズル
部の突出長さを、第１のノズル部の突出長さよりも大きくしたものである。本実施の形態
によれば、後方側の吹き出し空気の到達距離を高めることができるので、手挿入時の風圧
効果を高めることができる。
　本発明の第４の実施の形態は、第１から第３の実施の形態による手乾燥装置において、
第２ノズル部の奥側に、第３のノズル部を設けたものである。本実施の形態によれば、手
全体に一度に気流が当たるため、短時間でむらなく乾燥することができる。
　本発明の第５の実施の形態は、第１から第４の実施の形態による手乾燥装置において、
ノズルカバーの上面を平坦面としたものである。本実施の形態によれば、ハンドバック等
の小物置台として使用でき、使用時の利便性を高めることができる。
　本発明の第６の実施の形態による手乾燥装置は、ファンモータを乾燥室の下方に設け、
乾燥室は、その背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部によって形成された開
口部の下方に形成され、開口部より上方に、乾燥室の背面側から前面側に延出させてノズ
ル部を形成する板状のノズルカバーを設け、ノズルカバーの下面に突出面を形成し、突出
面はノズルカバー外周よりも内方に形成したものである。本実施の形態によれば、ノズル
カバーの外周側を薄く、ノズルカバーの中心部を厚く構成することで、設置時にノズルカ
バーが薄く見え、ノズルカバーによる圧迫感を少なくし、乾燥室を広く感じさせることが
できる。また、ノズルカバーの中心部を厚く構成することで、ノズル部の手前の通風路空
間を確保できるので複数の長孔に対する均一な吹き出しを行える。更に、突出面の前面と
側面では外周部からノズル部への空気の流れを形成しやすく、一方突出面の後面では乾燥
室内からノズル部への空気の流れを形成しやすくなる。
　本発明の第７の実施の形態は、第６の実施の形態による手乾燥装置において、突出面と
ノズルカバー外周との間に傾斜面を形成したものである。本実施の形態によれば、突出面
の前面と側面における外周部からノズル部への空気の流れや、突出面の後面における乾燥
室内からノズル部への空気の流れを更にスムーズに行わせることができる。
　本発明の第８の実施の形態は、第１から第７の実施の形態による手乾燥装置において、
板状のノズルカバーの上面の前面側位置にインジケータを設けたものである。本実施の形
態によれば、乾燥時間の目安を認識できるとともに退屈感を防止することができる。
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　本発明の第９の実施の形態は、第８の実施の形態による手乾燥装置において、板状のノ
ズルカバー内の前端部にＬＥＤ基盤を設け、ＬＥＤに対向してプリズムを設け、インジケ
ータをプリズムの上部に配置したものである。ＬＥＤを用いてインジケータで面発光させ
るには、インジケータとＬＥＤとの間に所定の距離を設ける必要があるが、ノズルカバー
の上面にインジケータを設ける場合に、このインジケータに対向する位置にＬＥＤを設け
るとノズルカバーを厚くしなければならなくなる。本実施の形態によれば、ＬＥＤをノズ
ルカバーの前端部に配置してプリズムを利用してノズルカバー上面のインジケータを面発
光させることで、ノズルカバーを薄く構成することができるとともにＬＥＤとインジケー
タとの距離を十分に確保することができる。
　本発明の第１０の実施の形態は、第１から第９の実施の形態による手乾燥装置において
、ファンモータを背面側本体ケースに設け、ファンモータの前面側を前面側本体ケースで
覆い、ファンモータの上方であって、背面側本体ケースと前面側本体ケースとによって形
成される上部開口を乾燥室にて覆い、乾燥室を一体成形によって構成したものである。本
実施の形態によれば、背面側本体ケースと前面側本体ケースとによって上部開口を形成し
、この上部開口に乾燥室を設ける構成としたことで、乾燥室を一体成形することができ、
継ぎ目などに発生しやすいカビや汚れを防止でき、清潔感を確保できる乾燥室を実現する
ことができる。
　本発明の第１１の実施の形態は、第１０の実施の形態による手乾燥装置において、乾燥
室の下面を、前方側を後方側よりも低くなるように形成し、水抜き孔を乾燥室下面の前方
側に設けたものである。本実施の形態によれば、使用状態において水抜き孔が視界に入ら
ない構成とすることができ、使用時の清潔感を高めることができる。
　本発明の第１２の実施の形態は、第１から第１１の実施の形態による手乾燥装置におい
て、ファンモータを有するファンモータユニットと、ファンモータユニットの上流側に配
置されるフィルターユニットと、ファンモータユニット及びフィルターユニットを内部に
備える本体ケースとを備え、本体ケースには本体ケース吸込口を、フィルターユニットに
はフィルターユニット吸込口をそれぞれ有し、本体ケース吸込口の吸込方向と、フィルタ
ーユニット吸込口の吸込方向とを異ならせたものである。本実施の形態によれば、本体ケ
ース吸込口からフィルターユニット吸込口に至る通風路が直線上とならず、かならず曲が
りを有することになるので、ファンモータで発生する騒音が本体ケース吸込口から外部に
伝搬することを少なくすることができる。
　本発明の第１３の実施の形態は、第１２の実施の形態による手乾燥装置において、本体
ケース吸込口の吸込方向と、フィルターユニット吸込口の吸込方向とを対向する方向とし
たものである。本実施の形態によれば、本体ケース吸込口からフィルターユニット吸込口
に至る通風路が１８０度の曲がりを有することになるので、ファンモータで発生する騒音
が本体ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに少なくすることができる。
　本発明の第１４の実施の形態は、第１から第１３の実施の形態による手乾燥装置におい
て、ファンモータを有するファンモータユニットと、ファンモータユニットの上流側に配
置されるフィルターユニットと、ファンモータユニット及びフィルターユニットを内部に
備える本体ケースとを備え、本体ケースには本体ケース吸込口を、ファンモータユニット
にはファンモータユニット吸込口をそれぞれ有し、本体ケース吸込口の吸込方向と、ファ
ンモータユニット吸込口の吸込方向とを異ならせたものである。本実施の形態によれば、
本体ケース吸込口からファンモータユニット吸込口に至る通風路が直線上とならず、かな
らず曲がりを有することになるので、ファンモータで発生する騒音が本体ケース吸込口か
ら外部に伝搬することを少なくすることができる。
　本発明の第１５の実施の形態は、第１４の実施の形態による手乾燥装置において、本体
ケース吸込口の吸込方向と、ファンモータユニット吸込口の吸込方向とを対向する方向と
したものである。本実施の形態によれば、本体ケース吸込口からファンモータユニット吸
込口に至る通風路が１８０度の曲がりを有することになるので、ファンモータで発生する
騒音が本体ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに少なくすることができる。
　本発明の第１６の実施の形態による手乾燥装置は、ファンモータを有するファンモータ
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ユニットにはファンモータユニット吸込口を、ファンモータユニットを内部に備える本体
ケースには本体ケース吸込口をそれぞれ備え、本体ケース吸込口からファンモータユニッ
ト吸込口までの通風路を、少なくともそれぞれの方向が異なる３つの通風路によって構成
したものである。本実施の形態によれば、それぞれの方向が異なる３つの通風路によって
、ファンモータで発生する騒音が本体ケース吸込口から外部に伝搬することを少なくする
ことができる。
　本発明の第１７の実施の形態は、第１６の実施の形態による手乾燥装置において、それ
ぞれの方向が異なる３つの通風路を、互いに直交するＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向の通風路とす
るものである。本実施の形態によれば、Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向の通風路によって、ファン
モータで発生する騒音が本体ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに少なくするこ
とができる。
　本発明の第１８の実施の形態は、第１６の実施の形態による手乾燥装置において、１つ
の通風路が、２つの他の通風路によって形成される平面上にないものである。本実施の形
態によれば、三次元の方向に設けた通風路によって、ファンモータで発生する騒音が本体
ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに少なくすることができる。
　本発明の第１９の実施の形態は、第１６の実施の形態による手乾燥装置において、それ
ぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの通風路が、９０度以下の角度で連
接されているものである。本実施の形態によれば、ファンモータで発生する騒音が９０度
以下の角度の曲がりによって、通風路内に衝突するため、ファンモータで発生する騒音が
通風路内を伝搬することを防止でき、本体ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに
少なくすることができる。　本発明の第２０の実施の形態は、第１６の実施の形態による
手乾燥装置において、それぞれの空気流れの方向が異なり、互いに連続する２つの通風路
において、上流側の通風路から流入する空気が下流側の通風路に衝突する位置の内壁面に
、緩衝材を設けたものである。本実施の形態によれば、通風路内に衝突させるとともに、
この場所で騒音を緩衝又は吸音することができるので、ファンモータで発生する騒音が通
風路内を伝搬することを防止でき、本体ケース吸込口から外部に伝搬することをさらに少
なくすることができる。
　本発明の第２１の実施の形態は、第１から第２０の実施の形態による手乾燥装置におい
て、ノズルカバーを開口部より小さく形成し、鉛直方向から見たときに開口部の全面がノ
ズルカバーによって覆われないものである。本実施の形態によれば、乾燥室の上方の空間
の開放感をさらに高めることができる。
　本発明の第２２の実施の形態は、第１から第２１の実施の形態による手乾燥装置におい
て、ノズル部を第１のノズル部と第２のノズル部によって構成し、第１のノズル部を第２
のノズル部よりも前面側に配置し、第１のノズル部を構成する長孔を、手を乾燥室の前面
側から背面側に差し出す手挿入方向に対して垂直な方向に形成したものである。本実施の
形態によれば、手の挿入動作によって水切り効果を生じることができ、乾燥時間を短縮す
ることができる。
【実施例】
【０００８】
　以下、本発明の一実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。
　まず、図１から図４を用いて本実施例による手乾燥装置の外観形状について説明する。
　図１は本発明の一実施例による手乾燥装置の斜視図、図２は同装置の正面図、図３は同
装置の側面図、図４は同装置の上面図である。
　本実施例による手乾燥装置は、装置本体の上部に乾燥室１０を形成している。乾燥室１
０は、背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部１１によって開口部１２が形成
され、この開口部１２の下方に凹状の空間を形成している。乾燥室１０の開口部１２より
上方には板状のノズルカバー２０が設けられ、開口部１２とノズルカバー２０との間にも
乾燥空間を形成している。なお、乾燥室１０の開口部１２より上方には、ノズルカバー２
０以外は設けていない。このノズルカバー２０は、乾燥室１０の背面側から前面側に延出
させて設けている。ノズルカバー２０は、特に図４に示すように、鉛直方向から見たとき
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に開口部１２の全面を覆わないように、開口部１２より小さく形成している。すなわち、
鉛直方向から見たときに、ノズルカバー２０の両側と前面側は、開口部１２が開放されて
いる。ノズルカバー２０の上面は平坦面とし、上面の前面側位置にインジケータ２１を設
けている。このインジケータ２１は、乾燥時間の目安を表示するものである。
　装置本体は、乾燥室１０を形成する外縁部１１が最も前面側に突出した形状であり、装
置本体の最下部にはドレインタンク３０を設けている。乾燥室１０とドレインタンク３０
との間は、本体ケース４０によって覆われている。
【０００９】
　次に、図５から図７を用いて本実施例による手乾燥装置の内部構造について説明する。
　図５は同装置から乾燥室及びフロントケースを取り外した状態の斜視図、図６は同状態
の正面図、図７は同状態の側断面図である。
　本体ケース４０の内部、すなわち乾燥室１０の下方には、ＤＣモータを用いたファンモ
ータ５１が設けられ、ファンモータ５１の更に下方には集塵フィルター８１が設けられて
いる。この集塵フィルター８１としては、室内浮遊菌を捕集、除菌する機能を備えたＨＥ
ＰＡフィルターが適している。
　ファンモータ５１の上方、すなわち乾燥室１０の背面側には、ノズルカバー２０に連接
される通風路１５０が形成されている。また、この通風路１５０の途中にはヒーター９１
を設けている。また、集塵フィルター８１の下部には空気導入通路１１０が形成されてい
る。
　上記構成により、特に図７に示すように、空気導入通路１１０から吸い込んだ空気は、
集塵フィルター８１、ファンモータ５１、通風路１５０を経由して、ノズルカバー２０に
導かれる。
　なお、特に図５に示すように、装置本体の側部には、ファンモータ５１の回転速度を変
更する風量調整ボリューム４１と、ヒーター９１の入り切りを行う温風スイッチ４２と、
ファンモータ５１等への通電を行う電源スイッチ４３を備えている。
　また、図６及び図７に示すように、ノズルカバー２０の背面側下部には、手の挿入を検
出する感度センサー２２を設けている。なお、インジケータ２１は、感度センサー２２に
よってファンモータ５１が動作を始めると一端側から点灯が始まり、ファンモータ５１の
回転に連動して他端側に点灯範囲が拡大し、ファンモータ５１が所定の回転数に達すると
全てが点灯した後に消灯する。また、長時間乾燥する場合には、一旦消灯後、一端側から
他端に向けて点灯を行ない、消灯までの動作を繰り返していく。
【００１０】
　以上のように本実施例によれば、乾燥室１０より下方に、ファンモータ５１、集塵フィ
ルター８１、及びドレインタンク３０を設け、乾燥室１０の開口部１２より上方には、板
状のノズルカバー２０以外は設けないことで、乾燥室１０より上方空間を開放し、高い位
置での装置本体による突出部を無くし、使用者に対する圧迫感を無くすことができる。ま
た、ノズルカバー２０の上面は平坦面とすることで、ハンドバック等の小物置台として使
用でき、肩にかけたハンドバックがずれ落ちるなどの使用時の利便性を高めることができ
る。
　また、本実施例によれば、鉛直方向から見たときに、ノズルカバー２０の両側と前面側
は、開口部１２が開放されているため、特に使用者が長身であってノズルカバー２０の上
方より手を挿入する場合にも、圧迫感を受けることなく使用することができる。
　また、本実施例によれば、開口部１２の下方に凹状の乾燥室１０を形成するとともに、
開口部１２とノズルカバー２０との間にも乾燥空間を形成し、特に乾燥空間は前面だけで
なく側面も開放されているので、開放感があるとともに、手の挿入空間が広いために使用
時に装置本体に手が触れることを少なくすることができる。
　また、本実施例によれば、室内浮遊菌を捕集、除菌する機能を備えた集塵フィルター８
１を用いることで、室内空間の衛生を高めることもできる。
【００１１】
　次に、図８を用いて本実施例による手乾燥装置のノズル部について説明する。
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　図８は同装置のノズルカバーの下面図である。
　ノズル部６０は複数の長孔によって構成され、長孔から噴出される風速は約９０ｍ／ｓ
から１２０ｍ／ｓ程度のジェット流である。
　長孔６１Ａ及び長孔６１Ｂは、ノズルカバー２０の前面側の位置に、手を乾燥室１０の
前面側から背面側に差し出す手挿入方向に対して垂直な方向に形成している。長孔６１Ａ
と長孔６１Ｂとは、所定間隔空けて直線上に設けている。なお、長孔６１Ａと長孔６１Ｂ
とは、直線上ではなく、背面側に広がった「ハの字」状に設けてもよい。ここで、長孔６
１Ａ及び長孔６１Ｂは、第１のノズル部を構成する。
　長孔６２Ａ、長孔６３Ａ、及び長孔６４Ａは、長孔６１Ａよりも背面側の位置に、手挿
入方向に対して平行な方向に形成している。長孔６２Ａと長孔６３Ａと長孔６４Ａとは、
所定間隔空けて平行に設けている。
　長孔６５Ａ、長孔６６Ａ、及び長孔６７Ａは、長孔６２Ａ、長孔６３Ａ、及び長孔６４
Ａよりも更に背面側の位置に、手挿入方向に対して平行な方向に形成している。長孔６２
Ａと長孔６３Ａと長孔６４Ａとは、所定間隔空けて平行に設けている。また、長孔６５Ａ
と長孔６２Ａとは直線上に、長孔６６Ａと長孔６３Ａとは直線上に、長孔６７Ａと長孔６
４Ａとは直線上に、それぞれ配置されている。
　長孔６２Ｂ、長孔６３Ｂ、及び長孔６４Ｂは、長孔６１Ｂよりも背面側の位置に、手挿
入方向に対して平行な方向に形成している。長孔６２Ｂと長孔６３Ｂと長孔６４Ｂとは、
所定間隔空けて平行に設けている。
　長孔６５Ｂ、長孔６６Ｂ、及び長孔６７Ｂは、長孔６２Ｂ、長孔６３Ｂ、及び長孔６４
Ｂよりも更に背面側の位置に、手挿入方向に対して平行な方向に形成している。長孔６２
Ｂと長孔６３Ｂと長孔６４Ｂとは、所定間隔空けて平行に設けている。また、長孔６５Ｂ
と長孔６２Ｂとは直線上に、長孔６６Ｂと長孔６３Ｂとは直線上に、長孔６７Ｂと長孔６
４Ｂとは直線上に、それぞれ配置されている。ここで、長孔６２Ａ、長孔６３Ａ、長孔６
４Ａ、長孔６５Ａ、長孔６６Ａ、長孔６７Ａ、長孔６２Ｂ、長孔６３Ｂ、長孔６４Ｂ、長
孔６５Ｂ、長孔６６Ｂ、及び長孔６７Ｂは、第２のノズル部を構成する。
【００１２】
　本実施例によれば、第１のノズル部と第２のノズル部との長孔の方向を異ならせている
ので、手の平又は手の甲に風圧を受けやすく、乾燥感を高めることができる。特に第１の
ノズル部は、手挿入方向に対して垂直な方向に形成しているので、手の挿入動作によって
水切り効果を生じるとともに、第２のノズル部は、手挿入方向に対して平行な方向に複数
の長孔を形成しているので、指の間の乾燥効果を高めることができ、乾燥時間を短縮する
ことができる。
【００１３】
　次に、図９を用いて本実施例による手乾燥装置の設置状態について説明する。
　図９は同装置をトイレ内に設置した状態を示す斜視図である。
　本実施例による手乾燥装置は、トイレ内の洗面台７０の側方の壁面に設置されている。
通常洗面台７０の上面７１は、床面から６２０ｍｍから８６０ｍｍ程度の高さであり、洗
面台７０の上面７１が、乾燥室１０又は乾燥室１０とノズルカバー２０との間に形成され
る乾燥空間内に位置するように設置される。
【００１４】
　本実施例によれば、乾燥室１０又は乾燥空間内に洗面台７０の上面７１が位置するよう
に手乾燥装置を設置しているので、腰を伸ばした状態で、肘を曲げて斜め下方に手を差し
入れることで、子供から大人まで身長差に影響されることなく使用することができる。
【００１５】
　以下、本発明の他の実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。
　図１０から図１８は、本実施例による手乾燥装置の他のノズルカバーを示すものである
。なお、ノズルカバー以外の構成は、上記実施例と同様である。
　図１０は本実施例によるノズルカバーの上面側から見た斜視図、図１１は同ノズルカバ
ーの下面側から見た斜視図、図１２は同ノズルカバーの側面図、図１３は同ノズルカバー
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の側面断面図、図１４は同ノズルカバーの分解斜視図、図１５は同ノズルカバーの要部斜
視図、図１６は同ノズルカバーの内部平面図、図１７は同ノズルカバーの断面図、図１８
は同ノズルカバーの要部斜視図である。
【００１６】
　本実施例によるノズルカバー２０は、図示しない乾燥室の開口部より上方に設けられる
。従って、乾燥室の開口部とノズルカバー２０との間にも乾燥空間を形成する。なお、本
実施例においても、乾燥室の開口部より上方には、ノズルカバー２０以外は設けない。そ
して、ノズルカバー２０は、乾燥室の背面側から前面側に延出させて設けている。また、
ノズルカバー２０は、既に説明した実施例と同様に、鉛直方向から見たときに開口部の全
面を覆わないように、開口部より小さく形成している。すなわち、鉛直方向から見たとき
に、ノズルカバー２０の両側と前面側は、開口部が開放されている。
　まず、図１０に示すように、ノズルカバー２０の上面は平坦面とし、上面の前面側位置
にインジケータ２１を設けている。このインジケータ２１は、乾燥時間の目安を表示する
ものである。
【００１７】
　また、図１１に示すように、ノズル部６０は複数の長孔によって構成され、長孔から噴
出される風速は約９０ｍ／ｓから１２０ｍ／ｓ程度のジェット流である。
　長孔６１Ａ及び長孔６１Ｂは、ノズルカバー２０の前面側の位置に、手挿入方向に対し
て垂直な方向に形成している。長孔６１Ａと長孔６１Ｂとは、所定間隔空けて直線上に設
けている。なお、長孔６１Ａと長孔６１Ｂとは、直線上ではなく、背面側に広がった「ハ
の字」状に設けてもよい。ここで、長孔６１Ａ及び長孔６１Ｂは、第１のノズル部を構成
する。
　長孔６８Ａ及び長孔６９Ａは、長孔６１Ａよりも背面側の位置に形成している。長孔６
８Ａ及び長孔６９Ａは、前面側端部よりも後方側端部をノズルカバー２０の中心側に配置
して形成している。また、長孔６９Ａは、長孔６８Ａよりも更に背面側の位置に形成して
いる。長孔６８Ａと長孔６９Ａとは、所定間隔空けて平行に設けている。
　長孔６８Ｂ及び長孔６９Ｂは、長孔６１Ｂよりも背面側の位置に形成している。長孔６
８Ｂ及び長孔６９Ｂは、前面側端部よりも後方側端部をノズルカバー２０の中心側に配置
して形成している。また、長孔６９Ｂは、長孔６８Ｂよりも更に背面側の位置に形成して
いる。長孔６８Ｂと長孔６９Ｂとは、所定間隔空けて平行に設けている。
　ここで、長孔６８Ａ、長孔６９Ａ、長孔６８Ｂ、及び長孔６９Ｂは、第２のノズル部を
構成する。
　本実施例によれば、後方側ではノズルカバーの中心より吹き出し風量が多くなるため、
手挿入後に手揉みによる乾燥効果を高めることができる。
　なお、第１のノズル部と第２のノズル部との間には、感度センサー２２を設けている。
　また、第１のノズル部と第２のノズル部の更に奥に、第３のノズル部を設けることが好
ましい。第３のノズル部を更に設けることにより、濡れた手を挿入した際、手全体に一度
に気流が当たり、水滴を同時に吹き飛ばすため、手を動かすこともなく、むらなく、かつ
短時間で乾燥することができる。
【００１８】
　また、図１１及び図１２に示すように、ノズル部６０は突出面２３を設けている。
　この突出面２３は、ノズルカバー２０の下面であって、ノズルカバー２０の外周よりも
内方に形成している。突出面２３は、前面側に傾斜面２３ｆを、側面側に傾斜面２３ｓを
、後面側に傾斜面２３ｂを備え、これら傾斜面２３ｆ、２３ｓ、２３ｂによってノズルカ
バー２０の下面外周部と連接している。
　本実施例によれば、ノズルカバー２０の外周側を薄く、ノズルカバー２０の中心部を厚
く構成することで、設置時にノズルカバー２０が薄く見え、ノズルカバー２０による圧迫
感を少なくし、乾燥室を広く感じさせることができる。また、ノズルカバー２０の中心部
を厚く構成することで、ノズル部６０に至る通風路空間を確保できるので、長孔６１Ａ、
長孔６１Ｂ、長孔６８Ａ、長孔６９Ａ、長孔６８Ｂ、及び長孔６９Ｂからの均一な吹き出
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し風量を確保することができる。更に、突出面２３の前面と側面では外周部からノズル部
６０への空気の流れを形成しやすく、一方突出面２３の後面では乾燥室内からノズル部６
０への空気の流れを形成しやすくなる。
　また、図１２に示すように、ノズル部６０は、突出面２３からの突出長さを異にしてい
る。
　すなわち、ノズルカバー２０の最前面側に位置する長孔６１よりも、後面側に位置する
長孔６８の突出長さを大きく、長孔６８よりも長孔６９の突出長さを大きくしている。こ
のように、第２のノズル部の突出長さを、第１のノズル部の突出長さよりも大きくし、更
に第２のノズル部の中でも、長孔６８よりも長孔６９の突出長さを大きくすることで、後
方側の吹き出し空気の到達距離を高めることができる。例えば、長孔６１の突出長さを１
とした場合に、長孔６８の突出長さを２倍、長孔６９の突出長さを３倍に構成することで
、後面側における風圧効果を高めることができる。
【００１９】
　また、図１２及び図１３に示すように、長孔６８及び長孔６９は、垂直方向を吹き出し
方向としているが、長孔６１は垂直方向から後面側に約１０度傾けた吹き出し方向として
いる。本実施例のように、最前面側に位置する長孔６１の吹き出し方向を後面側に傾ける
ことで、長孔６８及び長孔６９から乾燥室に吹き出された空気は、長孔６１からの空気の
吹き出しによって乾燥室の後面側から上昇する流れを誘発することができ、乾燥室内から
の空気の定常的な流出を促すことができ、不規則な空気の流出によって生じる騒音を防止
することができる。また、乾燥室の後面側から上昇する空気の流れとすることで、突出面
２３の傾斜面２３ｂからノズル部６０に循環する空気の流れを発生させることができる。
従って、特に温風を利用した場合には、空気の循環によって温風感を高めるとともに、乾
燥効果を高めることができる。
【００２０】
　また、図１３に示すように、ノズル部６０の吸入側には、金網やパンチングメタルなど
の整流板２４を設けている。この整流板２４によって、乱流を少なくし、ノズル部６０か
らの吹き出し空気の到達距離を長くすることができると共に、騒音の低減を図ることがで
きる。
　また、図１４に示すように、上面側ノズルカバー２０Ａと下面側ノズルカバー２０Ｂと
の間には、ダクトカバー２５を設けている。図１３に示すように、通風路１５０Ａは、ダ
クトカバー２５の下面に形成される。また、ダクトカバー２５の前方側上面には、ＬＥＤ
基盤２６やディスプレイカバー２７を配置する空間を形成する。
　図１５に示すように、ＬＥＤ基盤２６とディスプレイカバー２７は、ダクトカバー２５
に固定される。ＬＥＤ基盤２６とディスプレイカバー２７とは所定間隔をあけて対向して
設けられている。
　図１６に示すように、ＬＥＤ基盤２６のディスプレイカバー２７に対向する面には、複
数のＬＥＤ２６Ａが配置されている。また、それぞれのＬＥＤ２６Ａの間には、遮蔽板２
６Ｂを設けることで、それぞれのＬＥＤ２６Ａの光を区分している。
　図１７に示すように、ディスプレイカバー２７はプリズムを構成しており、このプリズ
ムのＬＥＤ基盤２６側の面は、ダイヤモンドカット２７Ａが施され、入射光を散乱させる
ことで、面発光の効果を高めている。
　ダクトカバー２５の上面側には、格子状の補強リブ２５Ａが形成されている。また、ダ
クトカバー２５の外周部には複数の接合部２５Ｂが、ダクトカバー２５の中心部には接合
部２５Ｃが形成されている。
【００２１】
　図１８に示すように、下面側ノズルカバー２０Ｂの上面側には通風路１５０Ａが形成さ
れる。この通風路１５０Ａは、下面側ノズルカバー２０Ｂの外周部に設けた二重構造の壁
面１５０Ｂによって構成される。下面側ノズルカバー２０Ｂの前面側に位置する壁面１５
０Ｂは、下面側ノズルカバー２０Ｂの中心に延出させて延出部１５０Ｃを構成している。
この延出部１５０Ｃは、長孔６１Ａと長孔６１Ｂとの間、長孔６９Ａと長孔６９Ｂとの間
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に形成されている。また、この延出部１５０Ｃによって通風路１５０Ｃと隔離された空間
に、感度センサー用開口部２２Ａを形成している。壁面１５０Ｂの外周部には、ダクトカ
バー２５の接合部２５Ｂと対応する複数の接合部２０Ｃが設けられている。また、延出部
１５０Ｃによって通風路１５０Ｃと隔離された空間には、ダクトカバー２５の接合部２５
Ｃと対応する接合部２０Ｄが設けられている。ダクトカバー２５は、これらの接合部２５
Ｂ、２５Ｃ、２０Ｃ、２０Ｄによって下面側ノズルカバー２０Ｂに固定される。ここで、
感度センサー２２が真中に位置しているのは、人が最初に乾燥室１０に手を挿入するとき
には手を真中に寄せる習性があり、手が乾いてくるとそれを確認等するために真中で手も
みを行なうケースが多いためである。また、ノズルカバー部２０には高圧の空気が入ると
、上面側ノズルカバー２０Ａと下面側ノズルカバー２０Ｂの接合部が圧力により開き、空
気が漏れることのないように中央の接合部２０Ｄをネジにて固定して接合強度を保ってい
る。
【００２２】
　本実施例のように、ＬＥＤ２６Ａをノズルカバー２０の前端部に配置してプリズムを構
成するディスプレイカバー２７を利用してノズルカバー２０上面のインジケータ２１を面
発光させることで、ノズルカバー２０を薄く構成することができるとともにＬＥＤ２６Ａ
とインジケータ２１との距離を十分に確保することができる。つまり、下面側ノズルカバ
ー２０Ｂの上に基板、ＬＥＤ、プリズムを重ねていく場合に比べ、ＬＥＤ付き基板を横向
きに配置し、その横にプリズムを４５度に配置する構成により、ＬＥＤの光の方向を横か
ら縦方向に変えてインジケータ２１を発光させるため、基板、ＬＥＤ、プリズムは横方向
に広がるが、縦方向は薄くできるためである。
【００２３】
　以下、本発明の他の実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。
　図１９から図２２は、本実施例による手乾燥装置の他の外観形状を示すものである。な
お、上記実施例で説明したノズルカバーの構成を適用することもできる。
　図１９は本発明の一実施例による手乾燥装置の分解斜視図、図２０は同装置の乾燥室の
正面図、図２１は同乾燥室の側面図、図２２は同乾燥室の上面図である。
　本実施例による手乾燥装置は、装置本体の上部に乾燥室１０を形成している。乾燥室１
０は、背面側から前面側に向かって下方に傾斜した外縁部１１によって開口部１２が形成
され、この開口部１２の下方に凹状の空間を形成している。乾燥室１０の開口部１２より
上方には板状のノズルカバー（図示せず）が設けられ、開口部１２とノズルカバーとの間
にも乾燥空間を形成している。なお、乾燥室１０の開口部１２より上方には、ノズルカバ
ー以外は設けない。ノズルカバーは、乾燥室１０の背面側から前面側に延出させて設けて
いる。ノズルカバーは、鉛直方向から見たときに開口部１２の全面を覆わないように、開
口部１２より小さく形成する。すなわち、鉛直方向から見たときに、ノズルカバーの両側
と前面側は、開口部１２が開放される。
【００２４】
　図１９に示すように、本実施例による手乾燥装置は、ファンモータ５１を背面側本体ケ
ース４０Ｂに設け、ファンモータ５１及びフィルターユニット８０の前面側を前面側本体
ケース４０Ａで覆っている。前面側本体ケース４０Ａは、前面及び側面を覆い、上面と底
面とが開放された構成となっている。また、前面側本体ケース４０Ａの更に前面側には、
化粧パネル４５が着脱可能に設けられている。装置本体の最下部にはドレインタンク３０
を設けている。ドレインタンク３０の上部にはプレフィルター３２が配置される。
　乾燥室１０は、ファンモータ５１の上方であって、背面側本体ケース４０Ｂと前面側本
体ケース４０Ａとによって形成される上部開口を覆うように配置される。また、乾燥室１
０は、樹脂成形によって一体成形されたものを用いる。乾燥室１０の外縁部１１には、カ
バー１３を設けている。このカバー１３は、外縁部１１よりも幅広となっており、乾燥室
１０内に突出する構成となっている。乾燥室１０の下面は、前方側を後方側よりも低くな
るように形成し、水抜き孔１４を乾燥室下面の前方側に設けている。
【００２５】
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　本実施例によれば、背面側本体ケース４０Ｂと前面側本体ケース４０Ａとによって上部
開口を形成し、この上部開口に乾燥室１０を設ける構成としたことで、乾燥室１０を一体
成形することができ、継ぎ目などに発生しやすいカビや汚れを防止できる。また、本実施
例によれば、設置状態において、水抜き孔１４が視界に入らないため、使用時の清潔感を
高めることができる。
【００２６】
　以下、本発明の他の実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。本実施例
による手乾燥装置は、本体ケースに設けた通風路の構成を特徴としているため、通風路に
関する構成について図面を用いて説明するが、他の構成については上記実施例で説明した
構成を適用できるものであり、ここでの説明は省略する。また、すでに説明した構成につ
いては同一番号を付して説明を一部省略する。
　図２３は本実施例による手乾燥装置の本体ケース内の構成を示す正面図、図２４は同装
置の通風路の方向を説明するための構成図、図２５は同装置のフィルターユニットに至る
通風路を示す一部破断斜視図、図２６は同装置のフィルターユニット内の通風路を示す断
面図、図２７は同装置のフィルターユニットからファンモータユニットに至る通風路を示
す一部破断斜視図、図２８は同装置のファンモータユニット内の通風路を示す断面図、図
２９は同装置のファンモータユニットの構成を示す分解斜視図、図３０は同装置のファン
モータユニットからノズル部に至る通風路を示す側面断面図、図３１は同装置のファンモ
ータユニットからノズル部に至る通風路を示す正面図である。
　図２３に示すように、本実施例の手乾燥装置は、ファンモータ５１を有するファンモー
タユニット５０と、ファンモータユニット５０の上流側に配置されるフィルターユニット
８０と、これらファンモータユニット５０やフィルターユニット８０を背面側本体ケース
４０Ｂに固定することでファンモータユニット５０やフィルターユニット８０を本体ケー
ス４０内に備えている。なお、ファンモータユニット５０及びフィルターユニット８０の
前面側は前面側本体ケースで覆われる。この前面側本体ケースの下部にはドレインタンク
３０が設けられている。フィルターユニット８０は、ドレインタンク３０の上方に配置さ
れている。フィルターユニット８０に有する集塵フィルター８１は、フィルターケース８
１Ａに収納されており、フィルターケース８１Ａは、ドレインタンク３０側から脱着可能
に設けている。なお、フィルターケース８１Ａは、図２５に示すように化粧ネジ８１Ｂに
よってフィルターユニット８０に結合されている。また、ドレインタンク３０とフィルタ
ーユニット８０との間には、集塵フィルター８１よりも大きい塵埃を捕集するプレフィル
ター３２が配置されている。また、本体ケース４０の下面には本体ケース吸込口１０１を
設けている。また、フィルターユニット８０内には集塵フィルター８１を有するとともに
、この集塵フィルター８１の上流側にはフィルターユニット吸込口８２を、集塵フィルタ
ー８１の下流側にはフィルターユニット吹出口８３をそれぞれ形成している。また、ファ
ンモータユニット５０内にはファンモータ５１を有し、ファンモータユニット吸込口５２
を形成している。ここで、ファンモータ５１は、背面側本体ケース４０Ｂに垂直な方向を
回転軸とし、反時計回り（図示の矢印Ａ）に回転させる。なお、本実施例においては、フ
ィルターユニット吹出口８３とファンモータユニット吸込口５２とを直接連接している。
【００２７】
　以下に図２３から図２７を用いて、本体ケース吸込口１０１からファンモータユニット
吸込口５２に至る通風路について説明する。
　本体ケース吸込口１０１から吸い込まれた空気は、通風路１１１に沿って上方（Ｙ軸の
プラス方向）に流れ、そして通風路１１２に沿って側方（Ｘ軸のマイナス方向）に流れ、
そして通風路１１３に沿って再び上方（Ｙ軸のプラス方向）に流れ、そして通風路１１４
に沿って側方（Ｘ軸のプラス方向）に流れることで、フィルターユニット吸込口８２に至
る。なお、これらの通風路１１１～１１４は、必ずしも所定断面の通風路として構成され
ている必要はなく、図示のようにドレインタンク３０の背面側空間やフィルターユニット
８０の周囲空間を利用した空気の流れでもよく、このような空間を利用した場合には、空
気の主な流れが発生する空間を通風路とすることができる。
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　フィルターユニット吸込口８２に到達した空気は、フィルターユニット８０内において
、まず通風路１２１に沿って下方（Ｙ軸のマイナス方向）に流れ、そして通風路１２２に
沿って前方（Ｚ軸のプラス方向）に流れ、そして通風路１２３に沿って側方（Ｘ軸のプラ
ス方向）に流れ、そして通風路１２４に沿って側方に向かって徐々に後方（Ｘ軸のプラス
方向でＺ軸のマイナス方向）に流れ、そして通風路１２５に沿って上方（Ｙ軸のプラス方
向）に流れ、そして通風路１２６に沿って前方（Ｚ軸のプラス方向）に流れることで、フ
ィルターユニット吹出口８３に至る。
　なお、図２３に示す緩衝材２０１、図２６に示す緩衝材２０２は、上流側の通風路から
流入する空気が下流側の通風路に衝突する位置の内壁面に設けられ、騒音を緩衝、吸音す
る。また、図示はしないが、他の通風路の屈折部にも同様に緩衝材を設けることで騒音の
低減を図ることができる。
【００２８】
　本実施例によれば、本体ケース吸込口１０１の吸込方向と、フィルターユニット吸込口
８２の吸込方向とを異ならせることで、本体ケース吸込口１０１からフィルターユニット
吸込口８２に至る通風路１１１～１１４が直線上とならず、かならず曲がりを有すること
になるので、ファンモータ５１で発生する騒音が本体ケース吸込口１０１から外部に伝搬
することを少なくすることができる。
　特に、本実施例のように、本体ケース吸込口１０１の吸込方向と、フィルターユニット
吸込口８２の吸込方向とを対向する方向とすることで、本体ケース吸込口１０１からフィ
ルターユニット吸込口８２に至る通風路が、複数回の曲がりによって、少なくとも１８０
度の曲がりを有することになるので、ファンモータ５１で発生する騒音が本体ケース吸込
口１０１から外部に伝搬することをさらに少なくすることができる。
　なお、本体ケース吸込口１０１の吸込方向と、ファンモータユニット吸込口５２の吸込
方向との関係においても、本体ケース吸込口１０１の吸込方向と、フィルターユニット吸
込口８２の吸込方向と同様の作用効果を奏する。
　また、本体ケース吸込口１０１からフィルターユニット吸込口８２までの通風路１１１
～１２６において、たとえばＸ軸－Ｙ軸によって形成される平面以外の方向に通風路を形
成することで、さらにファンモータ５１の騒音の伝搬を少なくすることができる。本実施
例においては、本体ケース吸込口１０１からフィルターユニット吸込口８２までの通風路
１１１～１１４は、Ｘ軸－Ｙ軸によって形成される平面内において複数回の屈折部を形成
した場合を説明したが、Ｘ軸－Ｙ軸によって形成される平面以外の方向に通風路を形成す
ることで、さらにファンモータ５１の騒音の伝搬を少なくすることができる。
【００２９】
　次に図２８と図２９を用いて、ファンモータユニット５０の構成について説明する。
　ファンモータユニット５０は、ファンモータ５１と、その外周の一部に密着させる防振
材５４と、防振材５４とともにファンモータ５１を挟み込む、蓋体５５及びケーシング５
６とを備えている。なお、蓋体５５はファンモータ５１の吸入側を覆い、ケーシング５６
はファンモータ５１の吹出側を覆うことで、蓋体５５の内部には吸入空間１３０を、ケー
シング５６の内部には吐出空間１４０を形成している。ケーシング５６の裏面側、すなわ
ち背面側本体ケース４０Ｂ側には、円形状の防振板５７Ａが配置される。ファンモータ５
１と防振板５７Ａとの間には、吸音材５７Ｂが配置される。また、ケーシング５６と背面
側本体ケース４０Ｂとは、防振材５７Ｃを介して取り付けられる。
　吸入空間１３０は、ファンモータユニット吸込口５２とファンモータ吸込口５３との間
に、ファンモータユニット吸込口５２の通路断面積よりも広い平面積を有する空間として
形成されている。この吸入空間１３０を形成する蓋体５５は、略中心部にファンモータ吸
込口５３を、一側方にファンモータユニット吸込口５２をそれぞれ設けた構成となってい
る。さらにこの吸入空間１３０を、ファンモータ吸込口５３よりもファンモータユニット
吸込口５２側に形成される第１の吸入空間１３０Ａと、ファンモータ吸込口５３よりもフ
ァンモータユニット吸込口５２と対向する側に形成される第２の吸入空間１３０Ｂとに区
分した場合に、第１の吸入空間１３０Ａが第２の吸入空間１３０Ｂよりも大きくなるよう
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に傾斜面５５Ａを設けている。このように、第１の吸入空間１３０Ａを第２の吸入空間１
３０Ｂよりも大きくすることで、ファンモータ５１への吸込流れをスムーズにすることで
騒音の発生を少なくするとともに、ファンモータ５１の性能低下を防止することができる
。
　また、ファンモータユニット吸込口５２の入口開口断面は、吸入空間１３０につながる
出口開口断面よりも広く構成してあり、この入口開口から出口開口に至る段差部５２Ｒ、
５４Ｒを曲面で構成している。このように、ファンモータユニット吸込口５２の入口開口
から出口開口に至る段差部５２Ｒ、５４Ｒを曲面形状とすることによって、空気の乱流を
防止でき、空気流れをスムーズにすることで騒音の発生を少なくするとともに、ファンモ
ータ５１の性能低下を防止することができる。
【００３０】
　次に、このファンモータユニット５０内での空気の流れについて説明する。
　フィルターユニット吹出口８３に到達した空気、すなわちファンモータユニット吸入口
５２に到達した空気は、ファンモータユニット５０内において、まず通風路１３１に沿っ
て側方（Ｘ軸のマイナス方向）に流れ、そして通風路１３２に沿って後方（Ｚ軸のマイナ
ス方向）に流れることで、ファンモータ吸込口５３に吸い込まれる。
　そしてファンモータ５１から吐出された空気は、ファンモータユニット５０内において
、まず通風路１４１に沿って後方（Ｚ軸のマイナス方向）に流れ、そして通風路１４２に
沿って側方（Ｘ軸のマイナス方向）に流れることで、ファンモータユニット吹出口５８か
ら吹き出される。
【００３１】
　本実施例によれば、ファンモータユニット吸込口５２に連続する通風路１２６を、ファ
ンモータ５１の回転軸と平行としているので、通風路１３２を流れる空気と通風路１２６
を流れる空気とは対向する流れとなり、１８０度の曲がりを有することになるので、ファ
ンモータで発生する騒音が本体ケース吸込口から外部に伝搬することを少なくすることが
できる。
　なお、ファンモータユニット吸込口５２に連続する通風路１２６をなくし、通風路１２
５をファンモータユニット吸込口５２に連続する通風路とすれば、ファンモータユニット
吸込口５２に連続する通風路１２５の空気の流れ方向は、ファンモータ５１の回転方向（
反時計回り）と同じ方向となり、ファンモータ５１に吸い込まれる空気流れをスムーズに
することで騒音の発生を少なくするとともに、ファンモータ５１の性能低下を防止するこ
とができる。
【００３２】
　以下に図３０から図３１を用いて、ファンモータユニット吹出口５８からノズル部６０
の噴出口に至る通風路について説明する。
　ファンモータユニット吹出口５８から吐出された空気は、ヒーター９１を通過し通風路
１５１に沿って上方（Ｙ軸のプラス方向）に流れ、そして遮音壁２１１、２１２を有する
通風路１５２を経由し、さらに通風路１５３に沿って上方（Ｙ軸のプラス方向）に流れ、
その後通風路１５４に沿って前方（Ｚ軸のプラス方向）に流れることで、ノズル部６０に
至り、ノズル部６０内の通風路に沿って下方（Ｙ軸のマイナス方向）に流れて噴出される
。
　ここで、遮音壁２１１は一方の内壁面４０Ｃに設けられ、遮音壁２１２は他方の内壁面
４０Ｄに設けられている。一方の内壁面４０Ｃと他方の内壁面４０Ｄとは互いに対向する
壁面である。また、一方の内壁面４０Ｃに設けた遮音壁２１１と他方の内壁面４０Ｄとの
間には空気の流れる空間１５２Ａが形成され、他方の内壁面４０Ｄに設けた遮音壁２１２
と一方の内壁面４０Ｃとの間には空気の流れる空間１５２Ｂが形成されている。また、遮
音壁２１１の側部には、遮音壁２１１を迂回して空気が流れる空間１５２Ｃが形成され、
遮音壁２１２の側部には、遮音壁２１２を迂回して空気が流れる空間１５２Ｄが形成され
ている。また、一方の内壁面４０Ｃに設けた遮音壁２１１の高さ寸法は、他方の内壁面４
０Ｄに設けた遮音壁２１２と一方の内壁面４０Ｃとの間の空間１５２Ｂの寸法よりも大き
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くし、他方の内壁面４０Ｄに設けた遮音壁２１２の高さ寸法は、一方の内壁面４０Ｃに設
けた遮音壁２１１と他方の内壁面４０Ｄとの間の空間１５２Ａの寸法よりも大きくしてい
る。なお、遮音壁２１１、２１２の上流側の壁面には緩衝材を設けることが好ましい。
【００３３】
　本実施例によれば、ファンモータユニット吹出口５８からノズル部６０の噴出口までの
通風路を、通風路を構成するノズル部６０の空気流れと対向する空気流れとなる他の通風
路１５１、１５３を少なくとも有することで、ファンモータユニット吹出口５８からノズ
ル部６０の噴出口に至る通風路が１８０度の曲がりを有することになるので、ファンモー
タ５１で発生する騒音がノズル部６０の噴出口から外部に伝搬することを少なくすること
ができる。
　また本実施例によれば、ファンモータユニット吹出口５８からノズル部６０の噴出口ま
での通風路１５２の内壁面４０Ｃ、４０Ｄに、空気流れを変更する遮音壁２１１、２１２
を設けたことで、この遮音壁２１１、２１２によって異なる方向への通風路が実質的に形
成され、ファンモータ５１で発生する騒音が通風路１５０内を伝搬することを防止でき、
ノズル部６０から外部に騒音が伝搬することをさらに少なくすることができる。また、遮
音壁２１１、２１２の上流側の壁面に緩衝材を設けることで、騒音の伝搬をさらに防止す
ることができる。
　また本実施例によれば、遮音壁２１１と内壁面４０Ｄとの間には空気の流れる空間１５
２Ａが、遮音壁２１２と内壁面４０Ｃとの間には空気の流れる空間１５２Ｂが形成されて
いるので、この遮音壁２１１、２１２によってファンモータ５１で発生する騒音が通風路
１５０内を伝搬することを防止できるとともに、空間１５２Ａ、１５２Ｂによって空気流
れの抵抗を少なくしてノズル部６０からの噴流速度の低下を少なくすることができる。
　また、本実施例によれば、遮音壁２１１、２１２によって側方（Ｘ軸の方向）に向かう
流れが発生するため、ファンモータユニット吹出口５８からノズル部６０の噴出口までの
通風路を、互いに直交するＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向の通風路として構成することができ、フ
ァンモータ５１で発生する騒音がノズル部６０から外部に伝搬することをさらに少なくす
ることができる。
【００３４】
　以下、本発明の他の実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。本実施例
による手乾燥装置は、上記実施例で説明した本体ケース吸込口１０１に代えて本体ケース
４０の上部側面に本体ケース吸込口１０２を設けたものである。なお、上記実施例と同一
の構成については同一番号を付して説明を省略する。
　図３２は本実施例による手乾燥装置の本体ケース内の構成を示す正面図である。
　本体ケース吸込口１０２から吸い込まれた空気は、通風路１６１に沿って側方（Ｘ軸の
プラス方向）に流れ、そして通風路１６２に沿って下方（Ｙ軸のマイナス方向）に流れ、
さらにファンモータユニット５０の側方に構成された通風路１６３に沿って下方（Ｙ軸の
マイナス方向）に流れることで、フィルターユニット吸込口８２に至る。なお、これらの
通風路１６１～１６３は、必ずしも所定断面の通風路として構成されている必要はなく、
図示のように通風路５０やファンモータユニット５０の側面側空間を利用した空気の流れ
でもよく、このような空間を利用した場合には、空気の主な流れが発生する空間を通風路
とすることができる。
　本実施例においても、本体ケース吸込口１０２の吸込方向と、フィルターユニット吸込
口８２の吸込方向とを異ならせることで、本体ケース吸込口１０２からフィルターユニッ
ト吸込口８２に至る通風路１６１～１６３が直線上とならず、かならず曲がりを有するこ
とになるので、ファンモータ５１で発生する騒音が本体ケース吸込口１０２から外部に伝
搬することを少なくすることができる。
　また、本体ケース吸込口１０２の吸込方向（Ｘ軸のプラス方向）と、ファンモータユニ
ット吸込口５２の吸込方向（Ｘ軸のマイナス方向）とは、対向する方向となるため、本体
ケース吸込口１０２からファンモータユニット吸込口５２に至る通風路が１８０度の曲が
りを有することになるので、ファンモータ５１で発生する騒音が本体ケース吸込口１０２
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から外部に伝搬することをさらに少なくすることができる。
【００３５】
　以下、本発明の他の実施例による手乾燥装置について図面を用いて説明する。
　図３３は本実施例による手乾燥装置の設置状態を示す斜視図、図３４は同装置の要部を
説明するための構成図である。
　図３３に示すように、本実施例による手乾燥装置の乾燥室１０は、水平な外縁部１１に
よって開口部１２が形成され、この開口部１２の下方に凹状の空間を形成している。乾燥
室１０の開口部１２より上方にはノズルカバー２０が設けられ、開口部１２とノズルカバ
ー２０との間にも乾燥空間を形成している。なお、乾燥室１０の開口部１２より上方には
、ノズルカバー２０以外は設けていない。このノズルカバー２０は、通風路１５０を形成
する連接部２３によって乾燥室１０の上方に配置され、乾燥室１０の背面側から前面側に
延出させて設けている。
　また図３４に示すように、本実施例による手乾燥装置の乾燥室１０は、逆円錐形状の部
材によって、装置本体に対して着脱自在に構成され、乾燥室１０の底部にドレインタンク
３０が形成される。乾燥室１０の下部には、パンチングメタルなど、複数の孔を形成した
底板３１を着脱可能に設け、ドレインタンク３０がこの底板３１の下部空間に形成される
。
【００３６】
　本実施例によれば、乾燥室１０を逆円錐形状の部材によって構成し、装置本体に対して
着脱自在に構成することで、乾燥室１０を装置本体から取り外して洗面台にて清掃やドレ
イン水の排水処理を行うことができる。
　本実施例による手乾燥装置は、外縁部１１が洗面台７０の上面７１と同一の高さとなる
ように設置している。
　本実施例によれば、腰を伸ばした状態で、肘を曲げて斜め下方に手を差し入れることで
、子供から大人まで身長差に影響されることなく使用することができる。
　なお、上記実施例におけるノズル部６０には、メッシュや細線などで構成される整流格
子を設けていることが好ましい。そして、集塵フィルター８１としては、この整流格子よ
りも小さい粒径の粉塵を除去するフィルターを用いることが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明の手乾燥装置は、レストランやホテルなどの洗面所やトイレに設置され、また病
院の手術室や調理場において利用される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施例による手乾燥装置の斜視図
【図２】同装置の正面図
【図３】同装置の側面図
【図４】同装置の上面図
【図５】同装置から乾燥室及びフロントケースを取り外した状態の斜視図
【図６】同状態の正面図
【図７】同状態の側断面図
【図８】同装置のノズルカバーの下面図
【図９】同装置をトイレ内に設置した状態を示す斜視図
【図１０】本発明の一実施例によるノズルカバーの上面側から見た斜視図
【図１１】同ノズルカバーの下面側から見た斜視図
【図１２】同ノズルカバーの側面図
【図１３】同ノズルカバーの側面断面図
【図１４】同ノズルカバーの分解斜視図
【図１５】同ノズルカバーの要部斜視図
【図１６】同ノズルカバーの内部平面図
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【図１７】同ノズルカバーの断面図
【図１８】ノズルカバーの要部斜視図
【図１９】本発明の一実施例による手乾燥装置の分解斜視図
【図２０】同装置の乾燥室の正面図
【図２１】同乾燥室の側面図
【図２２】同乾燥室の上面図
【図２３】本発明の一実施例による手乾燥装置の本体ケース内の構成を示す正面図
【図２４】同装置の通風路の方向を説明するための構成図
【図２５】同装置のフィルターユニットに至る通風路を示す一部破断斜視図
【図２６】同装置のフィルターユニット内の通風路を示す断面図
【図２７】同装置のフィルターユニットからファンモータユニットに至る通風路を示す一
部破断斜視図
【図２８】同装置のファンモータユニット内の通風路を示す断面図
【図２９】同装置のファンモータユニットの構成を示す分解斜視図
【図３０】同装置のファンモータユニットからノズル部に至る通風路を示す側面断面図
【図３１】同装置のファンモータユニットからノズル部に至る通風路を示す正面図
【図３２】本発明の一実施例による手乾燥装置の本体ケース内の構成を示す正面図
【図３３】本発明の一実施例による手乾燥装置の設置状態を示す斜視図
【図３４】同装置の要部を説明するための構成図
【符号の説明】
【００３９】
　　１０　　乾燥室
　　１２　　開口部
　　２０　　ノズルカバー
　　２１　　インジケータ
　　３０　　ドレインタンク
　　５１　　ファンモータ
　　６０　　ノズル部
　　８１　　ＨＥＰＡフィルター
　１１０　　空気導入通路
　１５０　　通風路
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              特開２００３－２６０００８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１３６０７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０８９７４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２５８７８６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４７Ｋ　　１０／４８　　　　
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